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Kiwi Syslog Server 9.7リリースノート 

リリース日：2020年 9月 2日 

このリリースノートでは、Kiwi Syslog Server 9.7 の新機能、改善、修正された問題について説明します。また、アップグレ

ードに関する情報を提供し、既知の問題の回避策について説明します。 

Kiwi Syslog Serverの以前のリリースノートを閲覧する場合は、Previous Version documentation を参照してください。 

 

新機能と改善 

Kiwi Syslog Server 9.7は、以下の新機能と改善を提供します。 

“Log to Database - New Bulk Insert”アクション 

新しい「Log to Database - New Bulk Insert」アクションの利用で、データベースへ一括挿入で実行できるようになり、ユー

ザーは 1回のデータベース呼び出しで複数のイベントを挿入できるようになりました。 

 

 

https://support.solarwinds.com/Success_Center
https://documentation.solarwinds.com/en/Success_Center/KSS/Content/previous_versions.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/Success_Center/KSS/Content/previous_versions.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/Success_Center/KSS/Content/previous_versions.htm
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注意：以前の「Log to Database」アクションは、9.7以降、「Log to Database - Legacy」となりました。 

 

Windows Server 2019のサポート 

Kiwi Syslog Serverは、メッセージとイベントの転送と受信についてWindows Server 2019 をサポートするようになりまし

た。 

“Log to Loggly.com”アクション 

ユーザーは、新しい「Log to Loggly.com」アクションで、Kiwi Syslog Serverから SolarWinds社のログ管理ソリューション

Loggly(有償)にログを転送することで、メッセージを監視、検索、反応し、およびアーカイブする機能を使用できるようになり

ました。 

 

 

参考 URL: https://www.solarwinds.com/ja/loggly 

SNMP Spoofing(“Send SNMP Trap”アクションでのなりすまし転送) 

SNMP パケットをスプーフィングする機能（なりすまし転送機能）が利用できるように修正されました。転送されたパケットは、

Kiwi Syslog Serverの IPアドレスではなく、送信元デバイスの IPアドレスから直接送信されたようにみえます。 

https://www.solarwinds.com/ja/loggly
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Npcap ライブラリにアップグレード 

SNMPスプーフィングは、以前のバージョンで使用していたWinPcapの代わりに、Npcapライブラリを使用します。パケット

のなりすましを今後も機能させるためには、WinPcapをアンインストールして、Npcapをインストールする必要があります。

“Send SNMP Trap” アクションについては、Add an action to send an SNMP trapを参照してください。 

.NET Framework 4.8 

Kiwi Syslog Serverは、Microsoft .NET Framework 4.8をサポートして、ユーザーエクスペリエンスを強化します。 

複数のテストメッセージを送信(Test message) 

Kiwi Syslog Server 9.7の Setupウィンドウの Test message機能に複数のテストメッセージを生成する”Number of 

messages to generate”オプションが追加されました。 

 

新規顧客でのインストール 

Kiwi Syslog Serverのインストールについては、Kiwi Syslog Server Installation Guideを参照してください。 

 

インストール後、実装およびトラブルシューティングのガイドラインについては、Kiwi Syslog Server Getting Started Guide

を参照してください。 

このガイドでは、一般的な設定作業について、順を追って説明しています。 

アップグレードする方法 

Kiwi Syslog Server 9.7で、なりすまし SNMP転送機能を引き続き使用するためには、WinPcapをアンインストールして、

Npcapをインストールする必要があります。WinPcapアプリケーションを使い続けるオプション設定については、

OriginalAddressPacketSniffingを参照してください。 

以前のバージョンからアップグレードするには、Kiwi Syslog Server Upgrade Guideを参照しKiwi Syslog Server 9.7 への

アップグレードを計画し、実施してください。 

 

KSS 9.7で修正された問題 

KSS 9.7では、次の問題が修正されています。 

https://documentation.solarwinds.com/en/Success_Center/KSS/Content/KSS_AdminGuide_action_send_snmp_trap.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/KSS/content/KSS_Installation_Guide.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/KSS/content/KSS_Getting_Started_Guide.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/KSS/content/KSS_Getting_Started_Guide.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/Success_Center/KSS/Content/KSS_AdminGuide_Registry_OriginalAddressPacketSniffing.htm
https://documentation.solarwinds.com/en/success_center/KSS/content/KSS_Upgrade_Guide.htm
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ケース番号 説 明 

00594234,

00558925,

00527816,

00529034,

00456587,

00454410,

00341045,

00100843 

ユーザーがセキュリティ上の懸念に対する解決策を要求しました 

00524962,

00354920 
ユーザーが ASP.NET Debug メソッドを無効にするように要求しました 

00493047,

00334472,

00258849 

ユーザーが Kiwi Web Accessポータルにアクセスできない 

00447855,

00382437,

00376917,

00310961,

00067351 

ユーザーが SNMP トラップを送信するときに元の送信元アドレスを保持できない 

00414045,

00389697 
SNMPスプーフィングに使用されるWinPcapを、Npcapへアップグレード要求 

00354609 ユーザーは無料版の Kiwi Syslog Serverで無制限の IPアドレスから syslog を受信していました 

00209580 ユーザーが.NET Framework 4.0のサポートを要求 

 

サポート終了（End of life）およびサポート終了の通知 

SolarWinds製品のライフサイクルのフェーズについては、End of Life Policyを参照してください。サポートされている

バージョンおよびすべてのSolarWinds製品のEOLアナウンスについては、Currently supported software versions 

を参照してください。 

 

 

Legal notices(法的通知) 

https://www.solarwinds.com/legal/end-of-life-policy
https://support.solarwinds.com/Success_Center/Customer_Service/Knowledgebase_Articles/Currently_supported_software_versions#Kiwi_Syslog_Server
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